本装置をセットアップする手順について説明します。セットアップの方法は購入後、初めて電源を ON にす 
る場合と再インストールの場合で手順が異なりますので読み分けて<ださい。また、セットアップ後、障 
害が起きた際に早く復旧させるためじ必要なセツトアップについても説明しています。 


初めて電源を ON にするとき （ 


再セツトアップ(一69ぺージ) 


56ページ） . 本装置を購入後、初めて電源を ON にすると、 

八ードディスクドライブにインストール済みの 
0 S のセットアップが始まります。セットアップ 
の手順とセットアップ完了後に行う作業について 
説明します。 

.0 S を再インストールするときの手順について 

説明します。 


ONL- 4030 aE-ISSDS-000-03-0607 
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初めて電ミ源を ON にずるとを 

ここでは購入時のセツトアップについて説明します。再セツトアップの際は r 再セツトアップ」を参照して 
ください。 


n-O システムのセットアップを始める前に、本装置の電源を ON にできる状態に A — ドウエアを 
セットアップしてください。本装置のラックへの取り付けやケーブルと電源コードの接続に 
ついては2章で詳しく説明していまず。 

購入時の本装置は、お客様がすぐに使えるようにパーティシヨンの設定から、 0 S(Windows Media 9 
Appliance Server *) 、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 

n-O ビルド.トゥ.才一夕’一 ( BTO ) によって出荷時にセットアップされた八ードウエア構成や 
RAID 構成の状態を示ず別紙び添付されている場合は、大切に保管しておいてください。再 
セットアップの際に利用する場合びあります。 

本装置をネットワークへ参力□させるために必要となる最低限のセットアップは専用の r 初期設定ツール」を 
使います。初期設定ツールは EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM に格納されています。 


1セットアップの準備 


本装置の電源を ON にする前に、本体の LAN ポ ー M に割り当てる次の情報を準備してくださ 
い。1章の r 各部のを称と機能」を参照して、 LAN ポートの位置を磕認してください。 

• コンピュータさ） 

• 管理者パスワード 
• IP アドレスとサブネットマスク值 


56 


Microsoft® Windows Server™ 2003, 32-bit Enterprise Edition for Embedded Systems with 
the Server Appliance Software Version 3.0 (1-8 Proc Version) 






電源の ON 


本装置の電源を ON にします。 

I p-O 本体び正常に起動するまでは電源を途中で OFF にしないでください。万一、途中で OFF し 
胃司てしまった場合には、 0 S の再インストールび必要になりまず。 


1 . 本体の電源コードがコンセントに接続されていること、および本体の LAN ポート1がネットワー 
ク環境として使用する HU 目(こ接続されていることを確認する。 



1_八1\1ポート1と LAN ポート2の双方にケーブル接続されていた場合、初期設定ツールで本装置 
び正しく認識されなかったり、 LAN ポート2のネットワーク設定び行われてしまう場合びあり 
ます。巧回起動時は、 LAN ポート1のみネットワーク接続を行った状態で、電源を ON にしてく 
ださい。 

•L 画 

工場出荷時のネットワーク設をは必下のようになっています。 

IP アドレス：自動的に取得する 

つンピュータ名： WMS-XXXXXXXXXXXX ( XXX は MAC アドレス） 

2 . 本体の電源を ON にする。 

POWER ランプ POWER スイ、ソチ 



本体が起動を開始します。本装置の初回起動は約10分間の自動設定を巧います。 


3システムのセットアップ 
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初期設定 


管理ツール rWebUI 」 を使用できるようにするために、本装置の初期設をを行います。初期設 
定ツー ルの 実行は、本装置と同じネットワーク上にある Windows マシン (Windows 95/98/ 
Me 、 または Windows Server 2003 、 Windows 2000 / XP、Windows NT 4 .0) と添付の 
EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) CD - ROM をイち用します。 

■: 詳細については、初期設をッールのヘルプを参照してください。初期設をッールを起動せず 

にヘルプを参照したい場合は、じ TF のファイルを開いてください。 

「EXPREEEBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 の 「¥ INITCONF ¥ ISSsetup . chm 」 


1. 任意の Windows マシンの CD - ROM ドライブに EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM をセットす 
る。 


A 山 orun 機能によリメニューが自動的に表示されます。表示されない場合は、 CD - ROM ドライブ 
内の r ¥ MC ¥ 1 ST . EXE 」 を実行してください。 


2 . [ソフトウェアのセットアップ]をクリッ 
クして、表示されたメニューか6[初期導 
人設定ツール]をクリックする。 

初期設定ツールが起動し、エンドユー 
ザーライセンス契約 ( EULA ) の確認画面が 
表示されます(初回のみ)。 



3. EULA を確認の上、同意する場合は[は 
し 叫を クリ、ソク する。 

自動発見ウィンドウが表示されます。 


之] 


装宝添け ■ の 「Windows Powered with the Server ApplianceSof れ 

ぶ？酷懲緑蘇 ^ 辭ユートライセンス契巧 


r はぃ处 ' 


i したでしょうか？ 

J] いいえ」 


4. [開始]をクリックする。 
装置の一覧が表示されます。 


向 Ub 捕 


;リト物 I ^づ碰 

' 卜卜邮巧巧嘟.，み哪が做.巧おだ讯て下さし、 ■ 

I 
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5. < DHCP サーバがを在する場合 > 


本装置の WebUI 起動の表示が r 巧」(こ変わり、初期設定サービス停止ダイア□グが表示されるの 
で、[はしリをクリックする。 

装置を選択し、 [ WebUI 起動]ボタンをクリックすると、管理ツール rWebUU が起動するので、次 
ページの「4 WebUI での設定」に進んで<ださい。 

•L 回 

このとき、通常使用するブラウザの設をを 「Internet Explorer 5. 5」必降にしておいてくださし、。 
設を方法等、詳細については次ぺージの「 WebU I での設を」を参照してください。 


< DHCP サーバがを在しない場合> 

本装置の WebUI 起動の表示が r 不可」(こ変 
わった6、装置を選択し、[設定変更]ボ 
タンをクリ 、ソク する。 

設定変更画面が表示されます。 


レ■あが旨ザ百圓 


巨.[コンピュータ名]欄にコンピュータ名を 


力する。 


ネットワーク上に同一のコンピュータ 
名を持つマシンがを在すると、設定変 
更後の再起動ができな<なります。コ 
ンピュータをが重複していないことを 
確認してください。 


7. [ IP アドレス]欄に IP アドレス、[サブネット 
マスク]欄にサブネ、ソトマスクを入力する。 


P-OI 

• IP ア 





_自め縱姐 I [ 巧じる© 


へげ姑 I 


MAC アドに： 阵-邮 -4c- 期-4卜。 


がパを域 ： [WMS 
IPTTl/ スの： 

サフネット7スウ(ぶ：「255 255 255 


10 8 46 2011 


ツ-ルでの設定魏ぞ柯 


-受 


'サーパ1さ定が;'兄- 

^設定を更 

► 卜，用ぉ勒 
経過時間 0 巧 
► 記ちテ''-タチ I ッウ 
► WebU お続わック 


[ 閉じるを） 


ドレスの設定を間違えると、設定変更後の再起動や管理ツール rWebUU か5の接続び 
できない場合びあります。 IP アドレスに誤りびないことを確認してください。 

設定ずる IP アドレス/サブネットマスクは、初期設定ツールを動作させているマシンと同一 
ネットワークになるように設定してください。 


8 . [適用]をクリックする。 

9. 設定変更を確認するウィンドウが表示さ 
れた6、 [ OK ] をクリックする。 

サーバ設定の変更が始まり、サーバ設定 
状ミ兄の内容が順次更新されます。 

10. 完了メッセージが表示された6、のりを 
クリ、ソク する。 

i ： J 上で、本装置の初期設定が完了し、 
WebUI から管理できる状態じなりました。 


mrmm 


t 立] 


•L 回 


護雞鷄盤逃瓣〜胃"™。 



初期設をツールウィンドウで設をしたいサーバを還択して [ WebUI ] をクリックすると 、 WebUI 
が起動します。このとき、通常使用するブラウザを 「Internet Explorer 5. 5」じ(降に設をしておく 
必要があります。 


3システムのセットアップ 
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4 WebUI での設定 


WebUI が起動したら、じ(下を参照して必要な設をを行います。 


■ I ： WebUI の起動方まは、 1 章の「本装置への接続」を参照してください。 

[pn 


パスワードの変更 

Administrator の初期状態でのパスワードは、 rstreaming 」 です。セ羊ュリテイのためにもパ 
スワードを変更してください。 


■ I ： ここでの設をは「管理者 ( Administrator )」 でログインした場合にのみ変更できます。ドメイン 

ユーザーのアカウン トでは「エラー46」が表示され変更できません。 


1. WebUI の[ネットワーク]-憎理者]を選 
択する。 



2. パスワードを人力し、 [0K] をクリックす 

る。 

変更が完了すると、認証を要求するダイ 
ア□グが表示されます。 



■ ネットワ-ク I __ 

就扫 1] I グロ'-パル試定 I インタ-フェイス I を理を I を巧併 eb サ仆 I Telnet [ 


[官巧をアカウント 


普吿：このべづ ©•» 親ん: 
ます。化のユーザーがこの解 
么ス]ポッのに http の麵! 
請されたポ-卜在を8098 ち 


觸をま示できねいよ3巧る(こは- 

1に化な的と入力にセキュリティで巧 
を巧ってくださ U セキュリティではまされ 


胡なのい‘スワード： 

巧しいバスワード： 

パスワードの巧記入力： 
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3. 新しいパスワードを入力し、 [ OK ] をク 
リ、ソク する。 

パスワード変更メッセージが表示されま 
す。 [0 K ] をクリックして終了してくださ 
い。 


デフオルトゲートウェイの設定 


□-カルエリア接続 ( LAN 1) 用のデフォルトゲートウエイを設ちします。 DHCP サーバから構 
成を取得している場合、設をの必要はありません。 


1. WebUI の[ネットワーク]-[インター 
フェイス] を選択する。 


③; 


ファイル(り 

漁!を） あ職 もおこ入り(かツ-ルのヘルプお） 

Jc JSl ぶ 

1 V 

Q 戻る ' 

' 1 句固 /l 户巧ホゎ訊こ人り ザ ガィァ @1 巧’ tlj；* 巧 

If ネットトク！\^| ノ 

p-iL.M 2 ssa^ 

■HSim 

L _ a 

巧刖 1 フ U— いル巧で 11 ノブ-. ，乂 1 ち巧ち 1 百巧 weD 了づ r 1 leinet i 



がリ 

サ-バーるがメインぶ/バシッブ 
を設定します。 

インターフェイス 

サーバーのちネットワークインター 

フェイスのブ□パティを巧ぶしま 

のア化ス 
こポ-卜を 


已旅餅 卜 W; 

# Iぉ IP アドレスとポ- 

も 


イシ ター フ 1 イス 

サーバーの宮■ネット9ーウイシクー 
つ I イスのブ □バティを巧成しま 
す。 


ヴ日ーバル設定 
サーバーのすべてのネットワーウァ 
タブタじ迪巧するネットワークの設 
定を巧巧します。 

音 g 者 

現なの昔!里をアカウントのバスワ 

-ドをを巧します。 

Telnet 

サーバーを管理するための Telnet 
のほ頂;'ちを巧巧してください。 




2. 「□一カルエリア接続」を選択し、[ I 鬥を 
クリックする。 


ファイルを）漁!のホモがおみ(认り曲ツ-ルのヘルプお） 


二に]ぶ i 



[インターフェイス 


_ iBfl mm IP «巧枯ち I 

ローカル xW Intel(R) PR ろ讯)而 MI DuafPort Network 34 7014封的 採商 
口-カル：リア lntel(R)PR0/1 000 MT Dual Port Network dhcp 切断 



to 


ローカルェリア 
i 掉簡 




フ州 I 


ルを）滿実のまモ姐わ就:入り迫）ツ-ルのヘルプ(ぶ 


>戻る，を，凶 应 •、Iノ J 巧索、-('わ尉こ入りザがィア巧I,不を国し] 


戸別 ■ 说 a ネヴトワ-ク 化 


哉別 I ヴローパル設定 I インターフェイス I ちま若 I 菅巧 Web サ仆 I Telnet | 


[官巧をアカウントの巧設 


バスワードは亥ちされました。 



3システムのセットアップ 
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3. デフォルトゲートウェイを人力し、 [0K] 
をクリ 、ソク する。 

•L 励 

ローカルエリア 接続2の設をを行う場 
合、手順2に戻り、 [口ーカルエリア 接 
続 2] を還がして、 [ IP ] をクリックするこ 
とで 、I P アドレス、サブネットマス 
ク、デフォルトゲートウエイの設をを 
行うことができます。 



曰付と時刻の設定 

曰イ寸と時刻を設定します。 


1 . 


WebUI の[メンテナンス]—[日付/時刻] 
を選択する。 




2 . 日付と時刻、タイムゾーンを設定し、 
[0K] をクリックする。 
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通知電子メールの設定 


装置に何らかの障害が起きたときに電子メールを管理者宛に自動送信させることができま 
す。障害をいち早く察知することができ便利です。 


WebUI の[メンテナンス]-[通知電子 
メール]を選択する。 


fe 巧 

乃イルの 


お実のま示〇^?わ巧こ入り姐ツ-ルの〜Iレブ妙 


0戻る • ，因圍过I なぉ.ご'ゎ新こ入。ザプディァ@ I乃.，；:口 

r 日灯桐刻 L シたソ上ぎクン1助1 バックアッブ I リモートテスを卜？ブ1漱 D 巧子六ール_1言語1 

メンテナンス 

これ诚。-ルを巧つ。お要な巧巧やタバサシスサ-むを実巧できます。 

^ 日な/巧巧 

ブトパ-の日巧と B が 


心 



9 シサ， W ウン 

今が•、またはスケヴュールしを時囲に 
サーバーをシャットタか诚りち起れし 
だ)す。 


:， I □ヴを表示、巧去、さか□ードもが)’ が 一'の'オペレーティンヴ 

巧ぶけす。 ，ゥァジブまを肋抗を m けす。 

On リモートデスウトタブ 巧％ a 巧 t 子タール 

巧サ-パ-のデスクトップじ招待しまん が巧サ-バ-の嫩0ち子プ-ルの i 旋を巧 


夕 


を 


す…' 

# I I「「印ィントラネット J' 


巧巧を子ゴール 

サーバー抑通知を子:^ールの記ミを巧 
います。 


2 . 電子メール通知の無効/有効を選択する。 

3. 有効(こする場合は、宛先等を設定する。 

4. [ OK ] をクリックする。 


gTO 证巧 
7?イルの 


紀Iのま示 (V) が fU こ入り曲ツ-ルの/Vルプ记> _ 

戻る，0, g I ノおま <こ f も'巧し-入り4タテ‘ィア〇|| 


とに!ぶ1 

」主 



ホメ—ルを謹がこする 
漱巧子 y 叫レをちか!こする 
r ま大む舰巧子メールを送得する 
r 营吿の舰巧子メ-ルぞ掛まする 
广.苗聞の嫩吨子メー純掛言する 


雨ホ： I 

差出人： I 

ほ巧する SMTP サーバ—：I 


■ 官巧者のを子 y -ルァドレス 
■ ま化人のを子パールアカウントを 
■ SMTP のサ叫、"一をまたは IP アドレス 


③ 


ぉン邮 h 





炬)ぺづ脯モ訊 S 化 

「「「巧イントラ本,卜 

A 


ネットワーク識別の設定 


クライアントマシンから本装置を識別するためのを前やネットワークに参力□するワークグ 
ループの設をなどをします。 


WebUI の[ネットワーク]一[識別]を選択 
する。 




ファイルのお案の表示がも巧こ入り(がツ-ルのヘルプ(が 




0鼠'.囚图_ I P なま'. — V ぉちに A 。 ザガィア好 I 呼，な [ 

pSMISl ネットワーク |\ I ! B — 卜 WSilKlBfti 化 

I : I 音巧を i 昔巧 Web サイ t I Telnet | 


活則 I グロ-パル設定 I 


がリ 

サ—バー《とド. 
を設定します。 


日ヴ□ーバル設ミ 
:ドメインタンバシップ W サーバーのすべてのネットワークア 
タブ划こ迪巧するネットワークの設 
定を巧巧します。 



Telnet 

サーバーを管理するをめの Telnet 
のほ用まを巧巧してください。 


因 3別 

ー サ-バ-をとがわ：〇バシップ 
を訪ちします。 


3システムのセットアップ 
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2 . サーバ名の設定を初期設定ツールで行って 
いない場合は、「サーバーさ)」を設定する。 

サーバをを変更した場合、次章を参照 
し、サーバー証明書の更新も行ってく 
ださい。 

3. <ワークグループに参加させる場合> 

「ワークグループ」を選択し、本装置を参 
加させるワークグループ名に変更する。 

<ドメイン(こ参加させる場合> 

「ドメイン」を選択し、ドメインコント□一 
ラに登録されている「ドメインを」、「ユー 
ザー名」および r パスワード」を設定する。 

•L 回 

初期状態では、 WORKGROUP とぃう 
ワークグループのメンバーに設をされ 
ています。 



p-Oi^ 

ドメインに参加させる場を、「ユーザー名」には必ず r ドメイン名¥」を巧頭につけて「ドメイン名 
¥ユーザー名」と入力してください。 

4. 設定を変更した場合、 [0K] をクリックする。 

人力した情報が確認される（環境により10数分かかります）と再起動の画面が表示されます。 


己. [0 K] をクリックして再起動する。 



このまををち如こすなコま、サ叫 V -ぞ再拉かしてがさい。 

今すぐ ， -J V -を再超めするには、 [ OK ] ぞ进诉してび巧い。後で再超れする巧合は、片ヤンたル]をぶ巧してくだみ、。 



r 再起動中」の画面が表示されます。再起 
動が完了すると、自動的に WebUI に再接 
続します（日分か610数分程度)。再接続 
されない場合やエラーとなった場合は、 
一度ブラウザを終了し、 WebUI を再起動 
してください。それでもアクセスできな 
い場合には、本体の POWER スイ、ソチを 
押して終了後、電源を入れ直して<ださ 
い。詳細は1章の r 強制電源 OFF」 や「電源 
の ON」 を参照 < ださい。 
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サ ー/ V '—証明書の更新 


セットアップ時や運用時にサーバをを変更した場合、 Web サイトに設定しているセ丰ュリ 
ティ証明書のを前が無効な状態となります。そのため、 WebUI に SSL 接続した際に、証明書 
に関するセ羊ュリティ警告ダイア□グが表示されます。これを防ぐためじ、正しいサーバを 
の情報を持った証明書に更新して<ださい。 

t (下の手順で証明書を更新できます。 

I n-O ここでの手順は、ヴーバに組み込まれている証明書のインストール手順となりまず。他の認 
証機関か5の証明書を使用ずる際には、各証明機関の発行した情報を参照しなび！5、設定を 
巧ってください。 


1. WebUI を起動し、[メンテナンス]-[リ 
モートデスクトップ]を選択し、リモート 
デスクトップを起動する。 

2. Administrator の権限を持ったユーザーで 
□グインする。 


②- 


乃イルの 


編実のま示お気こ入り必ツ-ル① A ルブくぶ 


0戻る，^，囚固过 I ぶ^がぉ.ごもちにん。ザプディァ@ I 乃，.击同 

尸 日灯桐别 I 夕 t: ソ上ぎ_化 *_! が I パックアッブ I リモートデ马タトタ 1 巧巧巧子六叫レ J 言語 1 

メンテナンス 

これらのクールをほって、ぶ、里な巧巧やタシテナンスサーピスをち巧できます。 

日な/巧巧 

サ-バ-の日れけが 



3 シサクトタウン 

を今が、またはスヶジュ-ルし編 I 
サ-バーをシャットタかしをりちミ 
だ)す。 


[マ I □。を表示、巧去、巧か-ドもが 
巧ぶけす。 


,，パ-で巧用する融 

^=/1= 


がバ，ウア，ブ 

Qji サ—バ—のオペレ—ティンヴシステム 
，ゥァがまを肋抗槪なす。 

¢>1リモートデスウトタブ 巧％ a 巧モ子タール 

巧サ-パ-のデスウトップに招待しまも サーバーの嫩吨子イールの設思 

H UPS 

無障開おを巧 


JJL 


i おを进巧して、巧巧します。 




リモートデスウト5ブ 

サーバーの デスウトツブにお搞します。 


3. デスクトップの[インターネットインフォ 
メーション サー ビス （NS) マネージャ] 
ショートカットを起動する。 
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4. □一カルコンピュータの Web サイトを選 
択する。 

[Windows Media Administration 
Site]、[Administration]、[StreamPro/ 
WM9S-PIUS] の 3 つのそれぞれの Web サ 
イト(こついて、降の設定を巧って < だ 
さい。 

己.を Web サイトをちクリックし、プ□パ 
ティを開<。 


6 . [ディレクトリセキュリティ]シートの[証明書の表示]をクリックする。 

「発行先 (issued to)」r 発行者 (issued by)」 が現在のサーバ名と異なる場合、降の作業を行い、 
証明書を置き換えて<ださい。 

7. [ディレクトリセキュリティ]シートの 
[サーバー証明書]をクリ、ソクする。 


8 . ウイザードが表示された6[次へ]をク 
リックする。 


9. [現在の証明書を置き換える]を選択し、 
[次へ]をクリ 、ソク する。 

10 . 証明書の中か6、現在のマシン名と同じ 
ものを選択し、[次へ]をクリックする。 


11. 手順(こ従って[完了]まで進める。 

リモートデスクトップでの作業を終える 
場合、[スタート]メニューか6□グオフ 
してください。 
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その他の設定 


初期設定が完了しても、ストリーミングサービスに関するを種機能を使用するための詳細設 
走:や、あらかじめインストールされている管理アプリケーションの固有のセットアップが必 
要です。4章および5章を参照して、必要なセットアップを行ってください。 

例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• StreamPro / WMQS-Plus 

• エクスプレス通報サービス 

• Adaptec Storage Manager ™ (Adaptec HostRAID を使用する場合のみ） 

• Power Console Plus (オプションのディスクアレイコント日ーラを搭載している場合のみ) 

その他にも本装置管理用のユーティリティが添付の EXPRESSBUILDER (S 口 CD - ROM に収 
録されています。5章を参照して、必要に応じてインス!-ールしてください。 


曙！； 詳細については、5章または装置に添付されている別冊の説明書などを参照して使用環境に 
rE37n 合った状態に設定:してくださし、。 

また、ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもありま 
す。詳しくは5章を参照してください。 


また、本製品にはいくつかのオプションソフトウェアがあります。オプションソフトウェアは 
工場出荷時にはインストールされていません。使用前にインストールする必要があります。各 
ソフトウエアをインストールするには、まずは W 下の手順で本装置にアクセスします。 


1. WebUI を起動し、[メンテナンス]-[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 

リモートデスクトップ画面が表示されま 
す。 Administrator 権限を持つユーザーで 
□グオンしてください。 

2. 購入したオプションソフトウェアの CD- 
ROM を本装置の DVD-ROM ドライブに 
セットする。 

3. リモートデスクトップ上でエクスプ □- 
ラを起動し、 CD-ROM 内のセットアップ 

3のプ□グラムを実巧する。 


_乃イルの組まの_ま示がお巧こ入り姐_ツ-ルの_ヘルプ(ぶ _ _」を 

Q 戻る-。•因固向/ぉホなぉ筑ユ〇かディァ@ I 巧’‘'■回 

换テナンス画^^ 一 

日订イ敬 j Iシャットさ’ウン 1がI バックアッづIリ モートデスクト?ブI獅巧子ソールI言話I UPS I — _ … _ _ _ _ 


メンテナンス 
これみ!)ツールをほって 


，て、必罢ね巧がや火ホナンスサーむを実巧できます。 



ろ 0巧/巧巧 

ブサ-パ-。日巧け被幡梯けォ。 

LiJ がを表示、巧去、タウントドわが） 
宙巧します。 

か ij モートデスウ b ブ 

巧サ-バ-のデスクトツブじ括巧します。 


用のプこ 

irO 




本装置は標準で 1GB のメモリを搭載しています。スト 
リーミングサービスに必要とするメモリ容量と別にオプ 
ションソフトウェアに必要となるメモリ容量を確保して 
<ださい。オプションソフトウェアのインス!-一 J レ数に 
よってはメモリの増設び必要となる場合があります。才 
プションソフトウェア1つあたり2己目 MB を目まに計算 
し、必要に応じてメモリを増設してください。 



でほ用する香語を规します。 


3 シサ，トタウン 

が今が.'が:はスケジユ-ルした時聞に 
サづ卜 を シャットタ化 /U: り 再をかし 
をりします。 

W パ，々ア，ブ 

@サ-バ-のオパレ—ティンヴシステムのバ 
。ゥァップまたは巧元モ讯せす。 

サーバ-の獻吨子イー化の設ミを巧 
一います。 

面無巧與巧を遇巧して' 巧 巧します。 


リモートデスウトゥブ 

サーパーの デスウトップに掉棉します。 


，:一圆 

各ソフトウェアの詳細は、各ソフトウェアの説明書、オンラインヘルプなどを参照してくださ 


3システムのセットアップ 


67 



























システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をパ、ソクアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リ 
ストア）できな < なります。 

次の手順に従ってバックアップをしてください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. EXPRESSBUILDER (SE) CD-ROM を本体装置の DVD-ROM ドライブじセットして、再起動す 
る。 

EXPRESSBUILDER (SE) か6起動して 「EXPRESSBUILDER (SE) トップメニュー」が表示されま 
す。 

3. 「ツール」 一r オフライン保守ユーティリティ」を選ぶ。 

4. 「システム情報の管理」か退避」を選択する。 

じ(降は画面(こ表示されるメッセージ(こ従って処理を進めて < ださい。 

t (上で購入後のセツトアップは完了です。 


-[修正モジユールについて]- 

マイク□ソフト社が提供するサービスパック-セキュリティパッチ（英語版）でアップ 
デートが巧能です。ただし、 NEC ではすベてのセ羊ュリティパッチについて動作保証を 
しているわけではありません。化荷時点では 、 Windows Server 2003 Service Pack 
1、および2006年 6 月 10 日時点での最新セ羊ュリティパッチが適用されています。じ(降 
に配布されたセ羊ュリティパッチの適用については、セ丰ュリティホールの内容やご利 
用の環境を考慮の上、お客様(管理者）にてご判断ください。 

適用手順については、 Express 5800シリーズのホームぺージを参照してください。 

また、をセキュリティパ、ソチじ関する情報は 、 Microsoft Windows Server 2003 
Service Pack 1(32 bit Edition ) の情報を参考にできます。 

ドライバや OS のサービスパックについては、 NEC からの修正モジュール谱分モジュー 
ル） が必要になる場合がありますので、 Express 5800シリーズのホームページを参照し 
て適用ください。 

不明な点がある場合は、無理な操作をせずにお買い求めの販売店または保守サービス会 
社、弊社営業担当までお問い合わせください。 

Express 580日シリーズインターネットホームぺージ [8 番街] 

http :// nec 8 .com 
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再セットアップ 

システムの破損などが原因でオペレーティングシステム ( OS ) を起動できなくなった場合などじここで説明 
する手順に従って本装置を再セットアップしてください。 

I n-O 本装置や使用ずるネットワーク環境をセキュリティホールを利用した悪質なウィルスやワームか5守るため 
に、最新のセキュリティパッチの適用を完了するまではネットワークケーブルを本装置か5取りタルた状態 
で作業することを強くお勧めします。 

■: 再セットアップをする前にシステムの修復を試してみてください。詳しくは7章をご實くださし、。 

rETFI 


再セットアップの準備と確認 


再セットアップを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 

• BIOS の設定について 

再セットアップをする前に八ードウエアの BIOS 設定などを磕認してください。6章を参 
照して設定してください。 

• インス!-ールに必要なもの 

下のものを用意してください。 

-キーボード 
— ティスプレイ装置 
- EXPRESS 目 UILDER ( SE ) ( CD - ROM ) 

-バックアップ DVD-ROM (1 枚） 

-フォーマッ ト 済みフ□、ソピーディスク （1 枚） 

• データのバックアップについて 

再セットアップをすると、八ードディスクドライブ上のデータはすべて削除されます。 
再セットアップの前に必ずバックアップしてください。バックアップの方法に関して 
は、4章の r システムの運用と管理」を参照してください。 

• 複数装置の同時再セットアップについて 

同じネットワーク内で複数の本装置を再インス I -ールする必要がある場合でも1台ずつ 
行ってください。 

• EXPRESSBUILDER ( SE ) や BIOS の操作について 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の操作、および、 BIOS の磕認•設をは本体に接続した车一 
ボード、マウス、ディスプレイで操作する方まじ(外にも管理 PC から DianaScope を起動 
してリモートからも行うことができます。この場合あらかじめ、 DianaScope により本装 
置と接続ができることを磕認してください。 

管理 PC と本装置との接続は、 LAN 接続またはダイレクト接続のいずれの方までも利用に 
できます。ただし、 LAN 接続の場合は、 LAN ポート1のみ使用可能です。ダイレクト接 
続の場合はシリアルポート目 (COM B ) のみご使用になれます。口 anaScope の使用方ま 
に関しては、5章の 「 DianaScope 」、 または EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 内のオン 
ラインド羊ュメントを参照してください。 
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2 ディスクアレイの構築 


八ードディスクドライブをディスクアレイに構築して運用する場合は、 W 下を参考にディス 
クアレイを構築してください。ディスクアレイの構築には本体標準装備の Adaptec 
HostRAD の利用とオプションのディスクアレイコント□ーラの利用の2とおりがあります。 
なお、本体に標準の SCSI で内蔵八ードディスクドライブを制御する場合やすでにディスク 
アレイが組まれている八ードディスクドライブに再インストールを行う場合には、設定する 
必要はありません。「4起動デバイスの優先順位磕認」に進んでください。 


Adaptec HostRAID によるディスクアレイ 

Adaptec HostRAID によるディスクアレイを新たに構築する場合には、あらかじめ BIOS お 
よび SCSISe / e なユーティリティにより Adaptec HostRAID を有効に設をにする必要があり 
ます。巨 IOS および SCSISefc なユーティリティに関するを意事項については、本書の6章を 
参照し、磕認してください。 


オプシヨンボードによるデイスクアレイ 

オプションボードじよりディスクアレイを新たに構築する場合じは、オプションに添付され 
ている説明書を参照し、磕認してください。 


3ディスク設定の確認 


本装置の場合、再インス I -ール時のディスクの状態によって]:>(下の5つの方まがあります。 

アレイ構成を変更せずに再インストールを行う場合 

-すべての□ジカルドライブをベーシックディスクで使用していた場合 
-□ジカルドライブをダイナミックディスクへアップグレードしていた場合 

アレイ構成を変更して再インストールを行う場合 

-アレイ構成を化荷時状態に戻す場合 
-アレイ構ぶを化荷時の状態 t (外で使用する場合 

A - ドディスクドライブを交換した場合 

それぞれについてじ(下に説明します。 
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アレイ構成を変更せずに再インストールを行ラ場合 

アレイ構成を変更せずに再インストールを行う場合の手順について説明します。 


すべての□ジカルドライブをベーシックディスクで使用する場合 

□ジカルドライブをベーシックディスクで使用していた場合は、「4起動デバイスの優先順 
位の確認」に進んでください。 


□ジカルドライブをダイナミックディスクへアップグレードしていた場台 

JU 下のちのを用意してください。 

♦ 装置添付のバックアップ DVD-ROM 
• 装置添付の EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) CD-ROM 

♦ EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) を使って作成される ROM-DOS 起動ディスク用の空のフ□、ソ 
ピーディスク 

本装置で□ジカルドライブをダイナミックディスクへアップグレードしている場合は、装置 
添付の EXPRESS 巨 UILDER に E ) CD-ROM を使用し、 trF の手順で ROM-DOS 起動ディスク 
を作成してください。 ROM-DOS 起動ディスクの作成にはフ□、ソピーディスクが1枚必要で 
す。 

作成した ROM - DOS 起動ディスクを使用して本装置を起動し、フ□、ソピーディスクの中に格 
納されている FD に K ユーティリティを使用して、ダイナミックディスクにアップグレードさ 
れた□ジカルドライブのすべてのパーティションを削除します。その後、バックアップ 
DVD - ROM を使用して Windows Media 9 Appliance Server および関連ソフトウエアをイ 
ンストールします。そのため、必要なデータは必ず再インストール前に外付けバックアップ 
装置などにバックアップを行ってください。 

1 . <本体にコンソールを接続して設定する場合> 

キーボード、マウス、ディスプレイを本体(こ接続する。 

<管理用 PC か6リモート接続で設定する場合> 

管理用 PC か 6DianaScope を起動し、本装置(こ接続する。 

DianaScope の使用方まについては己章の 「DianaScope」 または EXPRESS 目 UILDER (SE) CD- 
ROM に格納されているオンラインドキュメントを参照してください。 

2 . 本体の電源を ON にし、 DVD-ROM ドライブ(こ EXPRESS 目 UILDER (SE) CD-ROM をセットする。 

ディスプレイまたは、管理 PC の DianaScope コンソール画面(こ EXPRESS 目 UILDER のり CD- 
ROM のメインメニューが表示されます。 

3. 「サポート ディ スクの作成」を選択して <Enter> キーを押す。 

4. 「ROM-DOS 起動ディスク」を選択して <Enter> キーを押す。 
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5. じ(下のメッセージが表示された6、本装置のフ□、ソピーディスクドライブに用意したフ□、ソピー 
ディスクをセツトして <Enter> キーを押す。 


『セ、ソトアップ用 ROM-DOS』 

を作成します。 

用意した空きフ□、ソピーディスクに上記タイトル 
を書き) A んだ後、フ□、ソピーディスクドライブに 
入れ、 Enter キーを押してください。 

実行： Enter ] 中止： Esc ] 


6 . EXPRESSBUILDER (SE) CD-ROM のメインメニューで「終了」を選択して <Enter> キーを押す。 

7. サポートディスクの作成が終了し、「ファイルの転送が終わりました」と表示された 6<Enter> キー 
を押す。 

8 . 「本体の電源を切っても問題ありません」と表示された6、本装置か 6EXPRESS 目 UILDER (SE) 
CD-ROM を取り化し、 <Esc> キーを押して本装置を再起動する。 

I チェック I 

このとき、作成した ROM-DOS 起動ディスクは本装置にセツトされたままです。 

9. フ□、ソピーディスクか6起動した6、 rA:¥>」 の後(こ rfdisk」 と入力して <Enter> キーを押す。 

10. の〇 you wish to enable large disk support? [Y]」 と表示された6、 <Y> キーを押す。 

11. <A> キーを押して 「A) Delete All partitions」 を選択する。 

12. 「Delete all partitions for which drive (1-n)[1]:」 と表示された 6 、削除する□ジカルドライブの 
番号を入力する。 

n は□ジカルドライブの数になります。 

13. 削除するパーティシヨン情報と 「Are you sure you want to delete? [N]」 と表示されたら <Y> 
キーを押す。 

14. rPartition(s) deleted」 と表示された 6<Esc> キーを押してメニューに戻る。 

15. 手順6か6手順9を繰り返してすべてのパーティシヨンを削除する。 

16. <V> キーを押して、 rViewpartition(s)」 を選択し、すべてのパーティシヨンが削除されたことを 
確認する。 

「Fixed Disk n of n:」 が 「No pa け怕 ons」 (こなっていればその□ジカルドライブのパーティシヨン 
は削除されています （n (こは□ジカルドライブ番号/数が表示されます）。 

17. <Esc> キーを押してメニューに戻り、 <S> キーを押す。 

[Changes saved. Press any key to reboo し」と表示された6、本装置の電源を OFF します。 
フ□、ソピーディスクを取り化してください。 

18. 「4起動デバイスの優先順位の確認」に進む。 
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アレイ構成を変更して再インストールを行ラ場合 

アレイ構ぶを変更して再インストールを行う場合について説明します。 


アレイ構成を出荷時状態に戻す場合 

アレイ構成を出)荷時状態に戻すには、本装置を EXPRESSBULDER ( SE ) CD - ROM から起動 
し、「ディスクアレイコンフィグレーション」を使用します。「ディスクアレイコンフィグレー 
ション」を使用してアレイ構成を構築した後、 「4 起動デバイスの優先順位の磕認」じ進んで 
ください。 

1. ディスクアレイコント□ーラ配下の八ードディスクドライブの接続構成を出荷時の状態(こ戻す。 

購入時に添付の別紙に、出荷時にセットアップされた八ードウエア構成や RAID 構成の状態が記載 
されています。紛失された場合は、お買い求めの販売店または弊社営業担当までお問い合わせく 
ださい。 

2. 本装置の電源を ON (こし、添がの EXPRESSBULDER (SE) CD-ROM をセットする。 

3. メインメニューが表示された6、[ツール]を選択して <Enter> キーを押す。 

4. 「ディスクアレイコンフィグレーション」を選択して <Enter> キーを押す。 

ディスクアレイコンフィグレーションに関しては、己章の 「EXPRESS 目 UILDER (SE)」 を参照して 
ください。 

己.アレイ構築が終了した6メインメニュー(こ戻り、[終了]を選択して <Enter> キーを押す。 

目.終了メッセージが表示された6、 EXPRESS 目 UILDER (SE) CD-ROM を取り化し、本装置の電源 
を OFF にする。 

7. 「4起動デバイスの優先順位の確認」(こ進む。 


アレイ構成を出荷時の状態 m 外で使用する場合 

アレイ構成を化荷時の状態じ(外で使用する場合は、本装置にディスプレイと车ーボードを接 
続し 、 MegaRAID Configuration Utility を使用してアレイ構成を行います。その後、装置添 
がの r バックアップ DVD - ROM 」 を使用して Windows Media 9 Appliance Server および関 
連ソフトウエアをインストールします 。 MegaRAID Configuration Utility の操作に関して 
は、オプションカードに添付の説明書を参照してください。 
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ノ V — ドディスクドライブを交換した場合 

ディスクアレイコント□ーラのみを交換した場合はこの手順は不要です。 

ディスクアレイコント□-ラまたは Adaptec HostRAID に接続された八ードディスクドライ 
ブを交換した場合は、 t (下の手順に従い、 RAID 構築を行った後、 Windows Media 9 
Appliance Server および関連ソフトウエアの再インストールを行ってください。 

最新の RAID 情報をフ□、ソピーディスクじ保存している場合は、 EXPRESSBUILDER ( SE ) に 
格納されている RAID 情報のセーブ/リストア機能を使用してアレイ構築を行ってください。 
RAID 情報をバックアップされていない場合もしくは、化荷時の構成にする場合は、「アレイ 
構成を化荷時状態に戻す場合」、「アレイ構成を化荷時の状態 t (外で使用する場合」を参照し 
て再インス I -ールをしてください。 

1. 本装置の電源を ON にし 、 EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM をセットする。 

2. 5章の 「EXPRESSBUILDER ( SE )」 を参照して RAID 情報のリストアを巧う。 

3. リストアが終了した6、 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) を終了する。 

4. 終了メッセージが表示された6 、 EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM を取り化し、本装置の電源 
を OFF (こする。 

己.「4起動デバイスの優先順位の確認」(こ進む。 


4起動デバイスの優先順位確認 


BIOS セットアップユーティリティを使用して、電源 ON 後に起動する記憶デバイスの優先順 
位を設ちします。 

(下の手順に従って BIOS の起動デバイスの順位を磕認して < ださい。 

1 . <本体にコンソールを接続して設定する場合> 

キーボード、マウス、ディスプレイを本体(こ接続する。 

<管理用 PC か6リモート接続で設定する場合> 

管理用 PC か 6 DianaScope を起動し、本装置(こ接続する。 

DianaScope の使用方まについては己章の 「 DianaScope 」 または EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - 
ROM に格納されているオンラインドキュメントを参照してください。 

2 . 本装置の電源を ON (こして、目 IOS セットアップユーティリティを起動する。 

詳し < は6章を参照して < ださい。 

3. 目 oot メニューで起動デバイスが下の順番(こ設定されていることを確認する。 

1. [ATARI CD-ROM Drive ] 

2. [Removable Devices ] 

3. [Hard Drive ] 

4. Exit メニューで設定を保をする。 
lU 上で確認と設定は完了です。 
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シーム レス セッ ト アップに よる コンフイグレーシ 


EXPRESSBUILDER に E ) CD - ROM を使用したシームレスセットアップが必要になります。 
シームレスセットアップにより、ディスクアレイの自動コンフィグレーシヨン設を、オフラ 
イン保守ユーティリティのインストールを行います。 

シームレスセットアップについての詳細は5章の 「EXPRESSBUILDER ( SE ) トップメニュー」 
を参照してください。 

1 . <本体にコンソールを接続して設定する場合> 

EXPRESSBUILDER ( SE ) を本体の DVD-ROM ドライフ、(こセットして 、 EXPRESSBUILDER ( SE ) 
を起動する。 

<管理用 PC か6リモート接続で設定する場合> 

管理用 PC か 6 DianaScope を起動し、本装置に接続する。 

DianaScope の使用方まについては己章の 「 DianaScope 」 または EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - 
ROM に格納されているオンラインドキュメントを参照してください。 

I チェック I 

フ□、ソピーディスクをセットしている場合は、フ□、ソピーディスクドライブか6取り出してく 
ださい。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) メインメニュー画面が表示されます。 

2 . 「シームレスセットアップ」を選択する。 

インストール時、「既(こオペレーティング 
システムがインストールされています」と 
表示されることがありますが、[継続]を 
選択してインストールを続行してくださ 
い。 

3. セットアップパラメータ FD を作成するた 
めに、画面の指示(こ従いフ□、ソピーディ 
スをフ□、ソピーディスドライブ(こセット 
する。 

4. ディスクアレイコンフィグレーシヨンを 
設定する。 

事前にアレイ構築を行っている場合、既 
存の RAID 環境を使用する設定にしてくだ 
さい。アレイを新規に構築する場合は、 

画面(こ従ってアレイ構築を巧って < ださ 
い。 

•L 回 

ディスクアレイが構築できなぃ環境の場合、本手順は省略されます。 

各種ユーティリティーのインストールが自動的(こ巧われます。 


EXPRESSBUILDER 



「シームレスセットアッカは、 RAID の設まから、 
あ名種ユーテイリテイのインストールまでを 
切れ目なく （シームレスで） t シトアシブでぎる 
方まです。 


乾異なるイ；ーティ 
08 を再インストール 


據黑て 


3システムのセットアップ 


75 













己.オペレーティングシステムインストールメニューで r その他」を選択する。 

6 . 「0 S のインストールを開始してください。」と表示された6、[確認]をクリックする。 

7. 「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) を終了します。本体の電源を切っても問題ありません。」と表示された 
6、フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか6取り化す。 

続いて「6バックアップ DVD - ROM か6の復元」(こ進みます。[再起動]を選択する前(こ次の説明を 
読んで < ださい。 
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バックアップ DVD - ROM か S の復元 


添付のバックアップ DVD - ROM の内容を八ードディスクドライブに□ー ドし、化荷時の状態 
を復元します。 


バックアップ DVD - ROM を本装置の DVD - ROM ドライブにセットした状態で起動すると、 
自動的に復元処理び開始されます。これまでの八ードディスクドライブの内容はずべて消去 
されてしまいます。この処理を行う際は十分にま意してください。 


1. < r 日シームレスセットアップによるコンフィグレーション」か6の続きの場合> 

バックアップ DVD - ROM を DVD - ROM ドライブ(こセットして[再起動]をクリ、ソクする。 

< r 己シームレスセットアップ(こよるコンフィグレーション」をスキップした場合> 

電源を ON にして、バックアップ DVD - ROM を DVD - ROM ドライブにセットした後、電源を OFF / 
ON する。 

フ□、ソピーディスクをセットしている場合は、フ□、ソピーディスクドライブか6取り出してくだ 
さい。 

バックアップ DVD - ROM か6起動後、オペレーションシステムのインストールが自動的(こ開始さ 
れます。 

2. 復元が完了した6、 DVD - ROM ドライブか6バックアップ DVD - ROM を取り化す。 

• オペレーティングシステムのインストールが正常(こ終了すると、画面(こメッセージダイア □ 
グが表示され、ビープ音が断続的(こ鳴ります。 


SUCCESS 


み 


立] 

Installation completed successfully. 

Eject DVD-ROM and press に口 わ reboot. 


.りに.. 



正常終了したとき 

ビー プ 音：ピーピー ピッピ 、ソピ、ソピ、ソ • 


異常終了したとき 
ビープ音：ピ… 


バックアップ DVD - ROM を挿入したまま再起動すると、再度復元が開始されますので、必ず 
取り化してください。 


3. [0 K ] をクリックし、本装置を再起動する。 

モニタ や キーボー ドを接続していない場合(こは、本装置の POWER スイ、 ソチを長押し (4 秒 iU 上）し 
て、本装置の電源を OFF (こしてか6電源を ON (こし直してください。 

次回起動時は、システムの環境構築が自動的(こ行われます。環境構築後、オペレーティングシス 
テムが起動します。 


，:、画 

この動作は約10分間必要です。なお、構築環境によっては、途中で自動的に再起動する場合が 
あります。 
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ここまでの手順でバックアップ DVD - ROM か 6 の復元は完了です。本章のはじめにあるに電源 
の ON 」 か6順番にセツトアップをし直してください。 


•L 回 

バックアップ DVD - ROM からの復元時、ネットワーク設をはに(下のようになっています 


IP アドレス： 

コンピュータ名： 

自動的に取得する 

wms 
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